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非常災害時における対応について 
 

 保護者の皆様には、平素より本校の教育活動に対する御支援、御協力をいただいておりますこ

とに感謝申し上げます。新しい元号「令和」が発表されたこの４月、長者中学校は９２名の新入

生を迎え、希望にあふれたスタートをきりました。教職員一同、改めて一人一人の生徒を大切に

した学校運営に努めてまいりますので、引き続き、御支援等を賜りますよう、重ねてお願いしま

す。 

 さて、御承知のとおり、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、かつてない甚大な

被害を全国各地にもたらしました。震災から８年が経過しましたが、未だ復興がままならない状

況であります。また、近年、北朝鮮からミサイルが発射され、本県上空を通過するなど、これま

で予想もしなかった事態が起きる世の中となってまいりました。 

このことから、本校では、八戸市教育委員会より示された非常災害時における対応基準及び『特

別警報』発表時の対応に基づき、非常災害時及び緊急時における対応等について、次のとおり定

め、生徒一人一人の命を最優先とした学校運営に努めてまいります。保護者の皆様には、御理解

の上、御協力を賜りますようお願いいたします。 

 

１ 大きな地震の場合 
 震度６以上の対応 震度５強・５弱の対応 

自宅にいる場合 

臨時休校 

○「深夜０時以降」～「早朝」の場合 

 当日は原則として「休校」とします。 

・朝６時の時点で全市あるいは学区の停電が

続いている場合は原則として「休校」とし

ます。 

・１６：３０以降に発生した場合は、翌日の

給食は停止となります。 

・震度４以下でも保護者の判断で、登校が不

可能と判断した場合は、学校へ連絡してく

ださい。（欠席、遅刻扱いにはなりません。） 

 

 

◎震度にかかわらず、大津波警報が発令されている場合は、「休校」

といたします。 

生徒が学校にいる

場合 

学校に留め置き、 

直接保護者に引き

渡します。 

○学校に留め置き、直接引き渡すことを原則

とします。 

・安全が確認できた場合、集団下校させます。 

 （学区外の方はお迎えをお願いします。） 

・午前に発生した場合は午前授業にする場合

もあります。 

登下校中の場合 

（休日等の場合

も） 

○登校中、大きな揺れを感じた場合の避難場所をあらかじめ家族で

話し合ってください。 

 

◎学校からの連絡は、以下の手段で複合的に行います。 

 

     ・学校安全配信システム   ・プリント    ・電話 



２ 台風、暴風雨、暴風雪等の場合             

 対     応 

前日に対応が決ま

った場合 

○台風等の状況を確認でき次第、プリント等で対応をお知らせしま

す。（休校、登校時間の繰り下げ等） 

特に、学校から連

絡がなかった場合 

○原則として、出校とします。 

・保護者の判断で、登校が不可能（強い雨、河川の増水、冠水等）と

判断した場合は、学校に連絡してください。 

 （欠席、遅刻扱いとはなりません。） 

学校にいる場合 

○急激な天候の変化により、帰宅が難しいと判断した場合は、生徒は

学校に留め置きます。 

・この場合は、原則保護者へ直接引き渡すことになります。 

○数時間後に天候が急変すると予報が出た場合は、授業を打ち切っ

て集団下校させることもあります。 

 

３ 北朝鮮による弾道ミサイル発射に係る対応について 
（１） 学校での対応について 

学校でミサイル発射の警報等を聞いたときは 

 ○グラウンドなど外にいる生徒を速やかに校舎内に入れる。 

 ○校舎内では、机の下に隠れさせるなど、安全を確保する。 

（２） 児童・生徒への指導内容 

① 屋外でミサイル発射の警報等を聞いたときは 

○できる限り速やかに頑丈な建物に避難する。 

 ・できればコンクリート造りの建物や地下施設 

○近くに適当な建物がない場合 

 ・物陰に隠れ、身を低くし、カバンなどで頭部を守る。 

 ・地面に伏せ、カバン等で頭部を守る。 

② 家庭でミサイル発射など警報等を聞いたときは 

○屋内にとどまり、テレビやラジオなどからの情報を得るよう努める。 

 ・ドアや窓を全部閉める。 

 ・できるだけ窓から離れ、身を低くし、布団や枕で頭部を守る。 

 ・机など丈夫なものに隠れ、身を低くし、布団や枕で頭部を守る。 

③ 近くにミサイルが落下したときは 

○屋外にいる場合は 

 ・口と鼻をハンカチで覆う。 

 ・現場から直ちに離れ、密閉性の高い建物または風上へ避難する。 

      ・万が一落下物らしきものを発見した場合は、決して近寄らず、すぐに警察・消防・

学校に連絡する。 

○屋内にいる場合は 

 ・換気扇を止め、窓を閉める。 

 ・ガムテープなどで目張りをして、室内を密閉する。 

 ・できるだけ窓のない中央の部屋へ移動する。 

 

非常災害時及び緊急時における対応等につきましては、万が一を想定して万全を期してまい

りたいと思います。緊急で各家庭にご連絡することもありますので、緊急連絡先に変更等があ

りましたら、速やかに学級担任を通じて、学校にお知らせくださるようお願いします。 

また、学校安全配信システムに登録されていない保護者の皆様には、重要な連絡手段のひとつ

でもありますので、是非、御登録くださるようお願いいたします。 


